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年度 実施形態 研究テーマ 補助金・資金制度名／種別 相手機関名 代表研究者 共同研究者一覧
平成30 補助・助成 鳥類の僧帽筋を支配する運動神経の発生機序の解明
科学研究費助成事業／基盤研
究(C) 日本学術振興会 八木沼洋行 本間俊作，渡邉裕二，向笠勝貴




年度 実施形態 研究テーマ 補助金・資金制度名／種別 相手機関名 代表研究者 共同研究者一覧
平成30 補助・助成


















































郎, 挾間章博, 信濃卓郎, 松波
寿弥, 久保堅司, 小林大輔
システム神経科学講座









































山元敏正, 田村直俊, 光藤 尚,
椎橋実知男, 古谷友嗣, 池田






同組合連合会 橋本康弘 齋藤　清, 村上友太
免疫学講座
年度 実施形態 研究テーマ 補助金・資金制度名／種別 相手機関名 代表研究者 共同研究者一覧















































































年度 実施形態 研究テーマ 補助金・資金制度名／種別 相手機関名 代表研究者 共同研究者一覧
平成30 補助・助成 タイト結合分子による腸上皮幹細胞の新規運命決定機構
科学研究費助成事業／基盤研

















































































菱財団 日髙友郎 各務竹康, 他
公衆衛生学講座































































































年度 実施形態 研究テーマ 補助金・資金制度名／種別 相手機関名 代表研究者 共同研究者一覧
平成30 補助・助成 CT検査による医療被ばくの染色体への影響解析と生物学的線量評価
科学研究費助成事業／基盤研
究(C) 日本学術振興会 坂井　晃 阿部　悠, 野地秀義, 吉田光明
平成30 補助・助成 マルチモーダル解析による低線量放射線細胞応答機構の解明
科学研究費助成事業／基盤研
究(C) 日本学術振興会 津山尚宏 阿部　悠
平成30 補助・助成 デザインされた誘発Dicによる微小核／クロモトリプシス形成過程の解析
科学研究費助成事業／基盤研




















年度 実施形態 研究テーマ 補助金・資金制度名／種別 相手機関名 代表研究者 共同研究者一覧
平成30 補助・助成 正常リンパ球由来のiPS細胞を用いた多発性骨髄腫の発生機序の解明 日本血液学会研究助成事業
一般社団法人日
本血液学会 坂井　晃











































































樹, 松田智大, 瀧本哲也, 高橋
秀人
平成30 学内共同研究 社会心理的ストレスと肥満・糖・脂質代謝異常との相互関連 戦略的学内研究推進事業
福島県立医科大



























































年度 実施形態 研究テーマ 補助金・資金制度名／種別 相手機関名 代表研究者 共同研究者一覧
平成30 補助・助成 「予測」をめぐる科学・政策・社会の関係 －科学社会学からのアプローチ
科学研究費助成事業／基盤研
究(A) 日本学術振興会 山口富子 村上道夫
平成30 補助・助成 日本版複雑性悲嘆療法(J-CGT)の開発とその有効性に関する研究
科学研究費助成事業／基盤研
究(B) 日本学術振興会 中島聡美 竹林由武, 他
平成30 補助・助成 強迫症に対する予後改善パッケージプログラムの開発と効果検証
科学研究費助成事業／基盤研
究(C) 日本学術振興会 小林由季 竹林由武, 他
平成30 補助・助成 Light UP：うつと不安に対する診断横断的低強度認知行動療法の開発
科学研究費助成事業／挑戦的
萌芽研究 日本学術振興会 伊藤正哉 竹林由武
平成30 補助・助成 幸福余命指標を用いた帰還と被ばくのトレードオフ評価
科学研究費助成事業／挑戦的


































































































年 度 実 施 形 態 研 究 テ ー マ 補 助 金 ・ 資 金 制 度 名 ／ 種 別 相 手 機 関 名 代 表 研 究 者 共 同 研 究 者 一 覧
平 成 3 0 補 助 ・ 助 成 腹 部 大 動 脈 瘤 形 成 に お け る S M P 3 0 の 役 割 科 学 研 究 費 助 成 事 業 ／ 若 手 研究 ( B ) 日 本 学 術 振 興 会 渡 邊 俊 介
平 成 3 0 補 助 ・ 助 成 特 発 性 心 筋 症 に 関 す る 調 査 研 究
厚 生 労 働 省 難 治 性 疾 患 克 服 研
究 事 業 特 発 性 心 筋 症 に 関 す る
調 査 研 究
厚 生 労 働 省 筒 井 裕 之 竹 石 恭 知
平 成 3 0 補 助 ・ 助 成 拡 張 相 肥 大 型 心 筋 症 を 対 象 と し た 多 施 設登 録 観 察 研 究 難 治 性 疾 患 実 用 化 研 究 事 業
日 本 医 療 研 究 開
発 機 構 ( A M E D ) 筒 井 裕 之 竹 石 恭 知
平 成 3 0 補 助 ・ 助 成 P E T / M R I を 用 い た 左 室 駆 出 率 の 保 た れ た心 不 全 の 新 し い 診 断 ・ 治 療 戦 略
平 成 3 0 年 度 研 究 支 援 事 業 （ 育
成 研 究 ）
公 立 大 学 法 人 福
島 県 立 医 科 大 学 竹 石 恭 知
平 成 3 0 補 助 ・ 助 成 心 房 細 動 に 対 す る 心 筋 焼 灼 術 後 遠 隔 期 にお け る 抗 凝 固 療 法 中 止 基 準 の 確 立
平 成 3 0 年 度 研 究 支 援 事 業 （ 育
成 研 究 ）
公 立 大 学 法 人 福
島 県 立 医 科 大 学 鈴 木 　 均
平 成 3 0 補 助 ・ 助 成 F F R - C T お よ び ア ン モ ニ ア ア P E T を 用 い た 慢性 期 冠 動 脈 疾 患 に 対 す る 虚 血 診 断
平 成 3 0 年 度 研 究 支 援 事 業 （ 育
成 研 究 ）
公 立 大 学 法 人 福
島 県 立 医 科 大 学 八 巻 尚 洋
平 成 3 0 補 助 ・ 助 成 心 房 細 動 に お け る 心 房 内 単 極 電 位 マ ッ ピン グ に よ る 不 整 脈 基 質 の 評 価 法 の 確 立
平 成 3 0 年 度 研 究 支 援 事 業 （ 育
成 研 究 ）
公 立 大 学 法 人 福
島 県 立 医 科 大 学 金 城 貴 士
平 成 3 0 補 助 ・ 助 成 心 房 細 動 治 療 に お け る ク ラ イ オ バ ル ー ンに よ る 自 律 神 経 修 飾 と そ の 長 期 治 療 効 果
平 成 3 0 年 度 研 究 支 援 事 業 （ 育
成 研 究 ）
公 立 大 学 法 人 福
島 県 立 医 科 大 学 上 岡 正 志
平 成 3 0 補 助 ・ 助 成 i P S 細 胞 由 来 心 筋 細 胞 を 用 い た C I C - 2 7 0 ライ ド チ ャ ン ネ ル の 機 能 分 析
平 成 3 0 年 度 研 究 支 援 事 業 （ 育
成 研 究 ）
公 立 大 学 法 人 福
島 県 立 医 科 大 学 秋 田 　 発
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本邦におけるHFpEF (Heart Failure 
with preserved Ejection Fraction) の
実態に関する多施設共同調査研究～
JASPER (JApanese heart failure 






















究(C) 日本学術振興会 大河原浩 小川一英, 池添隆之, 池田和彦
平成30 補助・助成 同種移植関連微小血管障害症の病態解明：Gas6-TAMシグナルの意義
科学研究費助成事業／基盤研
究(C) 日本学術振興会 小川一英 大河原浩, 池添隆之
平成30 補助・助成 ヒストンを標的とする移植後合併症の早期診断マーカーと治療法の開発
科学研究費助成事業／基盤研


















































年度 実施形態 研究テーマ 補助金・資金制度名／種別 相手機関名 代表研究者 共同研究者一覧
平成30 補助・助成 自己免疫性肝疾患におけるNETs・EETsの病態への関与
科学研究費助成事業／基盤研
究(C) 日本学術振興会 大平弘正 阿部和道, 渡辺浩志, 高橋敦史
平成30 補助・助成 エクオールは非アルコール性脂肪性肝疾患の発症・治療の鍵となるのか？
科学研究費助成事業／基盤研
究(C) 日本学術振興会 高橋敦史 藤田将史
平成30 補助・助成 肝線維化における自然免疫を介した肝再生への誘導
科学研究費助成事業／基盤研








































究(B) 日本学術振興会 増本純也 右田清志，他
平成30 補助・助成 自己炎症バイオマーカーによるリウマチ性疾患の新たな分類と治療法の確立
科学研究費助成事業／基盤研
究(C) 日本学術振興会 右田清志 浦野　健, 川上　純
平成30 補助・助成 全エクソンシーケンスに基づく成人スチル病の「病態制御システム」の同定
科学研究費助成事業／挑戦的






































年度 実施形態 研究テーマ 補助金・資金制度名／種別 相手機関名 代表研究者 共同研究者一覧
平成30 補助・助成 行動変容プロセス評価の慢性腎臓病発症進展の予防戦略における有用性の検討
科学研究費助成事業／基盤研
究(C) 日本学術振興会 旭　浩一 木村　浩
平成30 補助・助成 空腹時低血糖カテゴリーにおける新規糖尿病発症のメカニズム
科学研究費助成事業／基盤研
究(C) 日本学術振興会 尾形絵美 島袋充生, 旭　浩一
平成30 補助・助成 食行動と糖尿病：脳腸相関機序の解析 科学研究費助成事業／基盤研究(C) 日本学術振興会 工藤明宏 島袋充生, 旭　浩一
糖尿病内分泌代謝内科学講座







平成30 補助・助成 食行動と糖尿病：脳腸相関機序の解析 科学研究費助成事業／基盤研究(C) 日本学術振興会 工藤明宏 島袋充生, 旭　浩一
平成30 補助・助成 空腹時低血糖カテゴリーにおける新規糖尿病発症のメカニズム
科学研究費助成事業／基盤研
















































Bioscience 谷野功典 Sand JMB, Leeming DJ
平成30 国内共同研究 サイトカインパネル解析を用いた自己免疫性肺胞蛋白症の病態変化機序の解明
科学研究費助成事業／基盤研
究(C) 日本学術振興会 赤坂圭一 谷野功典, 他
平成30 国内共同研究 自己免疫性肺胞蛋白症の遺伝素因に関する研究
愛知医科大学, 
他 谷野功典 山口悦郎, 他
平成30 国内共同研究 肺胞蛋白症、遺伝性間質性肺疾患に関する研究：重症難治化要因とその克服
愛知医科大学, 
他 谷野功典 井上義一, 他
平成30 国内共同研究 咳嗽モニタリングシステムの開発 会津大学 齋藤純平 コンスタンティン・マルコフ
－
668－
年度 実施形態 研究テーマ 補助金・資金制度名／種別 相手機関名 代表研究者 共同研究者一覧




















新潟大学, 他 田中崇裕, 中田　光, 他 谷野功典
平成30 国内共同研究 多発性筋炎／皮膚筋炎合併間質性肺炎の予後予測因子の同定
日本医科大学, 
他 谷野功典 桑名正隆, 他
平成30 国内共同研究 膠原病的背景を有する特発性間質性肺炎の多施設共同コホート研究 浜松医科大学 谷野功典
－
669－






平成30 国内共同研究 結核菌の薬剤耐性状況に関する研究 結核療法研究協議会 谷野功典 御手洗聡, 他
平成30 国内共同研究 結核治療中に伴う薬疹の実態調査 結核予防会結核研究所 谷野功典
平成30 国内共同研究 肺結核再発要因に関する前向き調査研究 結核予防会結核研究所 谷野功典








































究(C) 日本学術振興会 藤田正太郎 大木進司, 岡山洋和, 河野浩二
平成30 補助・助成 甲状腺癌幹細胞を標的とした新たな治療法の開発
科学研究費助成事業／基盤研
究(C) 日本学術振興会 早瀬　傑 岩舘　学, 鈴木眞一
平成30 補助・助成 消化器癌におけるPDL1発現機構の解明と免疫チェックポイント阻害療法の開発
科学研究費助成事業／基盤研
究(C) 日本学術振興会 河野浩二 中島隆宏
平成30 補助・助成 新規癌治療ターゲットとしてのベータアレスチン経路の可能性
科学研究費助成事業／基盤研
究(C) 日本学術振興会 坂本　渉 岡山洋和
平成30 補助・助成 大腸癌における抗癌剤耐性に関与する薬剤トランスポーターの役割の解明
科学研究費助成事業／基盤研
究(C) 日本学術振興会 門馬智之 齋藤元伸
－
671－

























株式会社 河野浩二 三村耕作, Aung Kyi Thar Min






年度 実施形態 研究テーマ 補助金・資金制度名／種別 相手機関名 代表研究者 共同研究者一覧
平成30 補助・助成 NCDとACS-NSQIPによる外科医療の質の国際比較
科学研究費助成事業／基盤研







































厚生労働省 今野弘之 丸橋　繁, 他
－
673－






































究(C) 日本学術振興会 星野実加 鈴木弘行, 塩　豊
－
674－





























































































































































究(C) 日本学術振興会 齋藤　清 森　努, 岩味健一郎
平成30 補助・助成 超高速定量画像MRFを用いた非侵襲的脳腫瘍診断システムの開発
科学研究費助成事業／基盤研


































構築モデル事業費補助金 厚生労働省 矢吹省司 高橋直人, 伊達　久, 小澤浩司
平成30 国内共同研究 人工股関節の安定性向上の手技の開発 青田恵郎
形成外科学講座



































































究(C) 日本学術振興会 佐藤晶子 橋本浩一, 本田純久
平成30 補助・助成 新生児慢性肺疾患におけるmiR-21の役割解明と臨床応用に関する研究
科学研究費助成事業／基盤研
究(C) 日本学術振興会 郷　勇人 桃井伸緒, 橋本浩一
平成30 補助・助成 妊娠初期の胎児において低酸素誘導因子HIF-1が制御する因子の検索
科学研究費助成事業／基盤研
究(C) 日本学術振興会 桃井伸緒 郷　勇人, 青柳良倫, 金井祐二



















平成30 補助・助成 眼内補体因子と脈絡膜血管構造の関連性の検討 研究助成
日本アルコン
(株) 石龍鉄樹 大口泰治
平成30 補助・助成 脈絡膜血管の3次元構造解析 研究助成 日本アルコン(株) 石龍鉄樹 大口泰治

























































































平成30 学内共同研究 膀胱粘膜層機能に着目した低活動膀胱発症メカニズムの解明 研究支援事業（育成研究）
福島県立医科大
学 櫛田信博





年度 実施形態 研究テーマ 補助金・資金制度名／種別 相手機関名 代表研究者 共同研究者一覧













平成30 補助・助成 HPV関連中咽頭癌の高転移性をHPV E5シグナル伝達から解明する
科学研究費助成事業／基盤研
究(C) 日本学術振興会 室野重之
平成30 補助・助成 機能的な気管軟骨の再生に関する研究 科学研究費助成事業／基盤研究(C) 日本学術振興会 野本幸男
平成30 補助・助成 組織工学的手法を用いた新規人工気管の開発と生理的気管上皮再生機序の解明
科学研究費助成事業／基盤研






















平成30 学内共同研究 新規医療機器としてのコラーゲンシートによる鼻中隔穿孔の治療法 研究支援事業／育成研究
公立大学法人福
島県立医科大学 仲江川雄太
平成30 学内共同研究 宿主リン酸化酵素阻害による喉頭乳頭腫の新規治療の開発 研究支援事業／育成研究
公立大学法人福
島県立医科大学 川瀬友貴
平成30 学内共同研究 ANCA関連血管炎性中耳炎の病態解明に関する研究 研究支援事業／育成研究
公立大学法人福
島県立医科大学 大槻好史


















究(C) 日本学術振興会 三浦　至 矢部博興
－
686－










































年度 実施形態 研究テーマ 補助金・資金制度名／種別 相手機関名 代表研究者 共同研究者一覧
平成30 補助・助成 同時収集型PET/MRI装置による認知症分子病態診断の高度化
科学研究費助成事業／基盤研
究(C) 日本学術振興会 伊藤　浩 久保　均, 富永英之, 村上丈伸
麻酔科学講座




















年度 実施形態 研究テーマ 補助金・資金制度名／種別 相手機関名 代表研究者 共同研究者一覧
平成30 補助・助成 低酸素脳症および中毒性肝障害の組織・細胞応答メカニズムの解析
科学研究費助成事業／基盤研













































馬, 棟方　充, 谷野功典, 中山































和, 宮原涼馬, 半沢雄助, 金子
裕眠, 鈴木眞一, 鈴木　悟
感染制御医学講座




























































































株式会社 河野浩二 三村耕作, Aung Kyi Thar Min
地域・家庭医療学講座






















年度 実施形態 研究テーマ 補助金・資金制度名／種別 相手機関名 代表研究者 共同研究者一覧
平成30 補助・助成 若年者の甲状腺スクリーニングがメンタルヘルスに及ぼす影響とその要因分析
科学研究費助成事業／基盤研
究(C) 日本学術振興会 緑川早苗 大津留晶
平成30 補助・助成 食事誘導性概日ペースメーカー理論を応用した生活習慣病の一次予防戦略
科学研究費助成事業／基盤研








































究(C) 日本学術振興会 早瀬　傑 岩舘　学, 鈴木眞一
平成30 補助・助成 小児・若年者甲状腺癌の長期フォローアップ体制の構築
科学研究費助成事業／基盤研






















究(C) 日本学術振興会 瀬藤乃理子 坂口幸弘, 片桐祥雅, 福森崇貴
平成30 国内共同研究 極限状態で高次脳認知機能を維持するための基幹脳活性法の開発と臨床応用
科学研究費助成事業／基盤研
究(C) 日本学術振興会 片桐祥雅 川原靖弘, 瀬藤乃理子
放射線腫瘍学講座





永, 加藤弘之, 斎藤淳一, 田巻
倫明,  白井克幸, 吉田由香里
平成30 補助・助成 再発胃癌患者に対する放射線治療と抗PD-1抗体併用療法の腫瘍免疫学的解析
科学研究費助成事業／基盤研




















年度 実施形態 研究テーマ 補助金・資金制度名／種別 相手機関名 代表研究者 共同研究者一覧
平成30 補助・助成 PNHの真の病態とは何か？：PNHにおける網羅的遺伝子解析とiPS細胞バンク創設
科学研究費助成事業／基盤研
究(C) 日本学術振興会 野地秀義 七島　勉
放射線災害医療学講座
年度 実施形態 研究テーマ 補助金・資金制度名／種別 相手機関名 代表研究者 共同研究者一覧
平成30 補助・助成 市民・行政・専門家の連携による環境監視・減災支援基盤の構築と社会実装
科学研究費助成事業／基盤研







































究(C) 日本学術振興会 志村清仁 鈴木弘行, 長井俊彦







年度 実施形態 研究テーマ 補助金・資金制度名／種別 相手機関名 代表研究者 共同研究者一覧
平成30 補助・助成 d電子とπ電子が共存する擬二次元有機伝導体の磁性研究
科学研究費助成事業／基盤研
















萌芽研究 日本学術振興会 森藤　暁 本間美和子
細胞科学研究部門
年度 実施形態 研究テーマ 補助金・資金制度名／種別 相手機関名 代表研究者 共同研究者一覧
平成30 補助・助成 受精の配偶子融合マシナリーの包括的解明
科学研究費助成事業／基盤研


















































































































平成30 補助・助成 脳機能ネットワーク解明のための多重経シナプス標識システムの開発 研究支援事業（育成研究）
福島県立医科大
学 加藤成樹
平成30 補助・助成 弁別学習の運用を制御する大脳基底核直接路と間接路の研究 研究支援事業（育成研究）
福島県立医科大
学 西澤佳代




年度 実施形態 研究テーマ 補助金・資金制度名／種別 相手機関名 代表研究者 共同研究者一覧
平成30 補助・助成 長鎖非コードRNA(lncRNA)の機能制御による新たな炎症制御法の創成
科学研究費助成事業／基盤研
究(C) 日本学術振興会 関亦正幸 関亦明子, 伊関　憲
実験動物研究施設































子, 反町篤行, 大森康孝, 
Enkhtuya Palam, Nyamdavaa 
Enkhjargal
国際被ばく公衆衛生看護学講座










子, 反町篤行, 大森康孝, 
Enkhtuya Palam, Nyamdavaa 
Enkhjargal
地域産婦人科支援講座






















年度 実施形態 研究テーマ 補助金・資金制度名／種別 相手機関名 代表研究者 共同研究者一覧
平成30 補助・助成 行動変容プロセス評価の慢性腎臓病発症進展の予防戦略における有用性の検討
科学研究費助成事業／基盤研
究(C) 日本学術振興会 旭　浩一 木村　浩
平成30 補助・助成 空腹時低血糖カテゴリーにおける新規糖尿病発症のメカニズム
科学研究費助成事業／基盤研
究(C) 日本学術振興会 尾形絵美 島袋充生, 旭　浩一
平成30 補助・助成 食行動と糖尿病：脳腸相関機序の解析 科学研究費助成事業／基盤研究(C) 日本学術振興会 工藤明宏 島袋充生, 旭　浩一
疼痛医学講座
年度 実施形態 研究テーマ 補助金・資金制度名／種別 相手機関名 代表研究者 共同研究者一覧
平成30 補助・助成 平成30年度慢性疼痛診療体制構築モデル事業
平成30年度慢性疼痛診療体制




年度 実施形態 研究テーマ 補助金・資金制度名／種別 相手機関名 代表研究者 共同研究者一覧
平成30 補助・助成 妊娠初期の胎児において低酸素誘導因子HIF-1が制御する因子の検索
科学研究費助成事業／基盤研






究(C) 日本学術振興会 藤森敬也 経塚　標, 安田　俊, 平岩　幹
平成30 補助・助成 新生児慢性肺疾患におけるmiR-21の役割解明と臨床応用に関する研究
科学研究費助成事業／基盤研
究(C) 日本学術振興会 郷　勇人 桃井伸緒, 橋本浩一
消化器内視鏡先端医療支援講座












































泉, 神田　隆, 吉良潤一, 楠　
進, 栗山長門, 桑原　聡, 酒井
康成, 清水　潤, 清水優子, 鈴
木則宏, 園生雅弘, 祖父江元, 
田原将行, 中辻裕司, 中村幸
志, 中村好一, 新野正明, 野村
恭一, 藤原一男, 松尾秀徳, 村




年度 実施形態 研究テーマ 補助金・資金制度名／種別 相手機関名 代表研究者 共同研究者一覧
平成30 補助・助成 オキシトシン分泌能回復による抗肥満作用の検討と肥満治療応用基盤の確立
科学研究費助成事業／基盤研



































































































年度 実施形態 研究テーマ 補助金・資金制度名／種別 相手機関名 代表研究者 共同研究者一覧
平成30 補助・助成 胆管癌におけるバイオマーカーとしてのGalectin-3核内移行メカニズムの解明
科学研究費助成事業／基盤研
究(C) 日本学術振興会 志村龍男 竹之下誠一
平成30 補助・助成 乳癌におけるT細胞を用いた免疫細胞療法の開発
科学研究費助成事業／基盤研





































子, 立柳　聡, 津富　宏, 中田
周作, 藤田美香, 他







































After Fukushima: Working with 


























年度 実施形態 研究テーマ 補助金・資金制度名／種別 相手機関名 代表研究者 共同研究者一覧
平成30 補助・助成 Ab initio法を駆使した造血器腫瘍の病態解析
科学研究費助成事業／挑戦的
研究(萌芽) 日本学術振興会 森　努 北村俊雄, 合山　進, 池田和彦
基礎看護学部門
年度 実施形態 研究テーマ 補助金・資金制度名／種別 相手機関名 代表研究者 共同研究者一覧
平成30 補助・助成 重度・慢性精神障害者のセルフケア能力の評価方法と看護介入モデルの開発
科学研究費助成事業／基盤研






究(C) 日本学術振興会 三浦浅子 高瀬佳苗
平成30 補助・助成 小児・若年者甲状腺癌の長期フォローアップ体制の構築
科学研究費助成事業／基盤研





















年度 実施形態 研究テーマ 補助金・資金制度名／種別 相手機関名 代表研究者 共同研究者一覧
平成30 補助・助成 外来化学療法を受けるがん患者の心身緊張緩和を促進する看護実践指針の検証
科学研究費助成事業／基盤研
究(C) 日本学術振興会 菅野久美 森　恵子
平成30 補助・助成 高齢糖尿病患者への外来看護実践に関する質指標の開発
科学研究費助成事業／基盤研













































年度 実施形態 研究テーマ 補助金・資金制度名／種別 相手機関名 代表研究者 共同研究者一覧
平成30 補助・助成 福島原子力災害による長期避難者への健康支援と評価：アクションリサーチ
科学研究費助成事業／基盤研
































一, 津富　宏, 佐々木美恵, 渡
邉一代
附属病院長














厚生労働省 錦織千佳子 齋藤　清, 他
医療情報部
年度 実施形態 研究テーマ 補助金・資金制度名／種別 相手機関名 代表研究者 共同研究者一覧
平成30 補助・助成 大腸癌における抗癌剤耐性に関与する薬剤トランスポーターの役割の解明
科学研究費助成事業／基盤研





























臨床研究・治験推進研究事業 日本医療研究開発機構(AMED) 檜山英三 菊田　敦, 他
平成30 補助・助成 小児・若年者甲状腺癌の長期フォローアップ体制の構築
科学研究費助成事業／基盤研




































年度 実施形態 研究テーマ 補助金・資金制度名／種別 相手機関名 代表研究者 共同研究者一覧
平成30 出資金による受託研究
International Study for Treatment of 
Standard Risk Childhood Relapsed ALL 






















平成30 学内共同研究 ATPの検出を利用した口腔内衛生状態の判定に関する研究 三浦浅子 長谷川博, 工藤聖美, 遠藤裕子
放射線部







平, 小倉圭史, 高橋大樹, 田代
雅実, 田中善啓, 大保　勇, 赤















平成30 国内共同研究 超音波画像解析による心疾患の病態評価 株式会社　ワイディ本社 髙野真澄
総合周産期母子医療センター
年度 実施形態 研究テーマ 補助金・資金制度名／種別 相手機関名 代表研究者 共同研究者一覧
平成30 補助・助成 新生児慢性肺疾患におけるmiR-21の役割解明と臨床応用に関する研究
科学研究費助成事業／基盤研
究(C) 日本学術振興会 郷　勇人 桃井伸緒, 橋本浩一
平成30 補助・助成 妊娠初期の胎児において低酸素誘導因子HIF-1が制御する因子の検索
科学研究費助成事業／基盤研




年度 実施形態 研究テーマ 補助金・資金制度名／種別 相手機関名 代表研究者 共同研究者一覧
平成30 補助・助成 社会心理的ストレスが内因性鎮痛系の機能不全を引き起こす機序の解明
科学研究費助成事業／基盤研



























年度 実施形態 研究テーマ 補助金・資金制度名／種別 相手機関名 代表研究者 共同研究者一覧
平成30 補助・助成 慢性疾患におけるホープの臨床疫学的縦断研究と在宅医療への応用
科学研究費助成事業／基盤研




















































































究(C) 日本学術振興会 佐々木美恵 後藤あや, 石井佳世子
平成30 補助・助成 d電子とπ電子が共存する擬二次元有機伝導体の磁性研究
科学研究費助成事業／基盤研
究(C) 日本学術振興会 石井康之 開　康一
－
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年度 実施形態 研究テーマ 補助金・資金制度名／種別 相手機関名 代表研究者 共同研究者一覧




















After Fukushima: Working with 


























年度 実施形態 研究テーマ 補助金・資金制度名／種別 相手機関名 代表研究者 共同研究者一覧
平成30 補助・助成 脊椎退行性疾患の症状発現に関する探索的研究
科学研究費助成事業／基盤研






究(C) 日本学術振興会 大谷晃司 関口美穂, 小野　玲, 紺野愼一
平成30 補助・助成 医学生・医療人のためのソーシャルメディア利用に関する教育プログラム開発
科学研究費助成事業／基盤研











会 大谷晃司 紺野愼一, 関口美穂
平成30 補助・助成 豪雪地域の高齢者身体活動における座位行動時間短縮に関する探索的研究 福島県立病院医学研究補助金 福島県 小林一貴
佐久間洋太, 佐藤俊樹, 大谷晃
司

























































年度 実施形態 研究テーマ 補助金・資金制度名／種別 相手機関名 代表研究者 共同研究者一覧
平成30 補助・助成
After Fukushima: Working with 





















二, 鈴木弘行, 鈴木義行, 齋藤　
清
健康増進センター
年度 実施形態 研究テーマ 補助金・資金制度名／種別 相手機関名 代表研究者 共同研究者一覧
平成30 補助・助成
Disparities, dynamic changes, and 
controls of burden of cardiovascular 





Disability-adjusted Life Years 
(DALY) and Healthy Life Expectancy 
(HALE) for main diseases and 
injuries in Japan: a sub-prefecture 
















樹, 伊藤　浩, 小川数馬, 村山
敏典, 吉村健一, 稲野彰洋, 織














































究(C) 日本学術振興会 南部武幸 久保　均, 伊藤　浩
－
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究(C) 日本学術振興会 水沼英樹 髙橋俊文
平成30 補助・助成 ビッグデータ解析を用いた不妊患者における臨床決断支援システムの開発
科学研究費助成事業／基盤研
















年度 実施形態 研究テーマ 補助金・資金制度名／種別 相手機関名 代表研究者 共同研究者一覧
平成30 補助・助成 慢性疾患におけるホープの臨床疫学的縦断研究と在宅医療への応用
科学研究費助成事業／基盤研




































年度 実施形態 研究テーマ 補助金・資金制度名／種別 相手機関名 代表研究者 共同研究者一覧
平成30 補助・助成 脳卒中者のIADL支援を推進する革新的予後予測モデルの構築
科学研究費助成事業／基盤研






究(C) 日本学術振興会 小川一英 大河原浩, 池添隆之
平成30 補助・助成 妊婦からのB群溶血性レンサ球菌(GBS)の検出－全自動遺伝子解析装置への応用－
科学研究費助成事業／基盤研





































平, 小倉圭史, 高橋大樹, 田代
雅実, 田中善啓, 大保　勇, 赤

















雄, 小林大輔, 秋葉秀一郎, 佐
橋佳郎
会津医療センター　糖尿病・内分泌代謝・腎臓内科学講座























雄, 小林大輔, 秋葉秀一郎, 佐
橋佳郎
会津医療センター　精神医学講座

















































年度 実施形態 研究テーマ 補助金・資金制度名／種別 相手機関名 代表研究者 共同研究者一覧
平成30 補助・助成 深層学習による大腸鋸歯状病変の自動検出解析装置の開発
科学研究費助成事業／基盤研
究(C) 日本学術振興会 冨樫一智 歌野健一, 朱　欣
会津医療センター　整形外科・脊椎外科学講座


















































種別 出願人一覧 発明者一覧 名称 番号 公開年月




種別 出願人一覧 発明者一覧 名称 番号 登録年月
商標 公立大学法人福島県立医科大学 Fukushima PDX 登録6081784 2018年9月
商標 公立大学法人福島県立医科大学 F-PDX 登録6081785 2018年9月
商標 公立大学法人福島県立医科大学 福島PDX 登録6081786 2018年9月
商標 公立大学法人福島県立医科大学
Fukushima
Collection Profiler 登録6102419 2018年11月
商標 公立大学法人福島県立医科大学 FC Profiler 登録6102420 2018年11月
商標 公立大学法人福島県立医科大学 F C Pro 登録6102421 2018年11月
商標 公立大学法人福島県立医科大学 F Co P 登録6102422 2018年11月
商標 公立大学法人福島県立医科大学 Fukushima PDO 登録6102423 2018年11月
商標 公立大学法人福島県立医科大学 F-PDO 登録6102424 2018年11月
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